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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月29日(2016.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の印刷速度で印刷するときは、
　フラッシングドットを含むｎ列×ｍ行（ｎ、ｍはいずれも２以上の整数）の第１のフラ
ッシングパターンを記録媒体の搬送方向と交差する列方向および前記搬送方向である行方
向に配列して、印刷データに基づく印刷ドットパターンに対応するサイズの第１の印刷フ
ラッシングパターンを決定し、
　前記印刷ドットパターンと前記第１の印刷フラッシングパターンとを合成して第１の合
成ドットパターンを生成し、
　生成した前記第１の合成ドットパターンに基づいて印刷ヘッドのインクノズルから前記
記録媒体にインクを吐出し、
　前記第１の印刷速度と異なる第２の印刷速度で印刷するときは、
　前記第１のフラッシングパターンの行数を前記第１の印刷速度と前記第２の印刷速度と
の速度比に基づいて調整した第２のフラッシングパターンを生成し、前記第２のフラッシ
ングパターンを前記列方向および前記行方向に配列して、前記印刷ドットパターンに対応
する前記サイズの第２の印刷フラッシングパターンを決定し、
　前記印刷ドットパターンと前記第２の印刷フラッシングパターンとを合成して第２の合
成ドットパターンを生成し、
　生成した前記第２の合成ドットパターンに基づいて前記印刷ヘッドの前記インクノズル
から前記記録媒体にインクを吐出することを特徴とする印刷方法。
【請求項２】
　前記第２のフラッシングパターンに含まれるフラッシングドットの前記行方向の座標は
、前記第１のフラッシングパターンに含まれるフラッシングドットの前記行方向の座標に
前記速度比を乗じて決定される請求項１に記載の印刷方法。
【請求項３】
　前記第１のフラッシングパターンは、前記フラッシングドットを１列に１つ含む請求項
１または２に記載の印刷方法。
【請求項４】
　前記第１の印刷速度は、前記第２の印刷速度よりも遅い速度である請求項１ないし３の
いずれか１項に記載の印刷方法。
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【請求項５】
　前記印刷ヘッドをメンテナンスユニットに対向させて、予め設定したタイミングで前記
メンテナンスユニットにインクを吐出するフラッシングを行う請求項１ないし４のいずれ
か１項に記載の印刷方法。
【請求項６】
　インクノズルを有する印刷ヘッドと、
　記録媒体を第１の印刷速度及び前記第１の印刷速度と異なる第２の印刷速度で搬送する
搬送機構と、
　前記搬送機構を制御して、前記記録媒体を前記第１の印刷速度もしくは前記第２の印刷
速度で搬送させる搬送制御部と、
　フラッシングドットを含むｎ列×ｍ行（ｎ、ｍはいずれも２以上の整数）の第１のフラ
ッシングパターンを記憶する記憶部と、
　前記第１のフラッシングパターンに基づいて、前記第１のフラッシングパターンの行数
を前記第１の印刷速度と前記第２の印刷速度との速度比に基づいて調整した第２のフラッ
シングパターンを生成するフラッシングパターン生成部と、
　前記第１のフラッシングパターンを前記記録媒体の搬送方向と交差する列方向および前
記搬送方向である行方向に配列した第１の印刷フラッシングパターン、および、前記第２
のフラッシングパターンを前記列方向および前記行方向に配列した第２の印刷フラッシン
グパターンを生成するフラッシングパターン決定部と、
　印刷データに基づいて生成される印刷ドットパターンと前記第１の印刷フラッシングパ
ターンとを合成して第１の合成ドットパターン、もしくは前記印刷ドットパターンと前記
第２の印刷フラッシングパターンとを合成して第２の合成ドットパターンを生成するフラ
ッシングパターン合成部と、
　前記フラッシングパターン合成部で生成された前記第１の合成ドットパターンもしくは
前記第２の合成ドットパターンに基づいて前記印刷ヘッドからインクを吐出させる印刷制
御部と、
を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項７】
　前記フラッシングパターン決定部は、前記第２のフラッシングパターンにおける前記フ
ラッシングドットの前記行方向の座標を、前記第１のフラッシングパターンにおける前記
フラッシングドットの前記行方向の座標に前記速度比を乗じて決定する請求項６に記載の
印刷装置。
【請求項８】
　前記第１の印刷速度は、前記第２の印刷速度よりも遅い速度である請求項６または７に
記載の印刷装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の印刷方法は、第１の印刷速度で印刷するときは
、フラッシングドットを含むｎ列×ｍ行（ｎ、ｍはいずれも２以上の整数）の第１のフラ
ッシングパターンを記録媒体の搬送方向と交差する列方向および前記搬送方向である行方
向に配列して、印刷データに基づく印刷ドットパターンに対応するサイズの第１の印刷フ
ラッシングパターンを決定し、前記印刷ドットパターンと前記第１の印刷フラッシングパ
ターンとを合成して第１の合成ドットパターンを生成し、生成した前記第１の合成ドット
パターンに基づいて印刷ヘッドのインクノズルから前記記録媒体にインクを吐出し、前記
第１の印刷速度と異なる第２の印刷速度で印刷するときは、前記第１のフラッシングパタ
ーンの行数を前記第１の印刷速度と前記第２の印刷速度との速度比に基づいて調整した第
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２のフラッシングパターンを生成し、前記第２のフラッシングパターンを前記列方向およ
び前記行方向に配列して、前記印刷ドットパターンに対応する前記サイズの第２の印刷フ
ラッシングパターンを決定し、前記印刷ドットパターンと前記第２の印刷フラッシングパ
ターンとを合成して第２の合成ドットパターンを生成し、生成した前記第２の合成ドット
パターンに基づいて前記印刷ヘッドの前記インクノズルから前記記録媒体にインクを吐出
することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の印刷装置は、インクノズルを有する印刷ヘッドと、記録媒体を第１の印
刷速度及び前記第１の印刷速度と異なる第２の印刷速度で搬送する搬送機構と、前記搬送
機構を制御して、前記記録媒体を前記第１の印刷速度もしくは前記第２の印刷速度で搬送
させる搬送制御部と、フラッシングドットを含むｎ列×ｍ行（ｎ、ｍはいずれも２以上の
整数）の第１のフラッシングパターンを記憶する記憶部と、前記第１のフラッシングパタ
ーンに基づいて、前記第１のフラッシングパターンの行数を前記第１の印刷速度と前記第
２の印刷速度との速度比に基づいて調整した第２のフラッシングパターンを生成するフラ
ッシングパターン生成部と、前記第１のフラッシングパターンを前記記録媒体の搬送方向
と交差する列方向および前記搬送方向である行方向に配列した第１の印刷フラッシングパ
ターン、および、前記第２のフラッシングパターンを前記列方向および前記行方向に配列
した第２の印刷フラッシングパターンを生成するフラッシングパターン決定部と、印刷デ
ータに基づいて生成される印刷ドットパターンと前記第１の印刷フラッシングパターンと
を合成して第１の合成ドットパターン、もしくは前記印刷ドットパターンと前記第２の印
刷フラッシングパターンとを合成して第２の合成ドットパターンを生成するフラッシング
パターン合成部と、前記フラッシングパターン合成部で生成された前記第１の合成ドット
パターンもしくは前記第２の合成ドットパターンに基づいて前記印刷ヘッドからインクを
吐出させる印刷制御部と、を備えることを特徴とする。
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